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広報

口写1，005 第

建
設
省
関
東
地
克

長
野
国
道

-渋滞緩和に大きく貢献

市民が待ち望んでいた上田ノ〈イ パスが

3月30日、開通しました。この日、住吉

地区の蛇沢大橋近くで開通式が行われ、

テープカ ッ ト、くす玉割 り ( =写真)な

どで開通を祝いました。開通により、国

道18号線の流れもスムーズになり、渋滞

緩和に大きく 貢献しています。

上回バイパス
祝 賀 ム ード いっぱいの開通式・一......2・3

中小企業融資のご利用を……………………… 4

カメラレ ポ.......................................6・7

新連載 フォ トい ま・むか し

「な つ か しの 上 田」・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

市民ガイ ド.......................................8'"'"'12

主
な
内
容

5月2日(月)午前 9時から正午まで、市役所 3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。市民と市長の日



永
野
市
長
(
右
か
ら
二
人
目
)
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

100台の車が住吉から上塩尻までパレード(蛇沢大橋で)

祝
賀
ム

I
ド

国
道
一
八
号
線
の
渋
滞
緩
和
を
ね

ら
い
と
す
る
上
田
バ
イ
パ
ス
(
第
一
期

区
間
、
住
吉
|
上
塩
尻
聞
の
五

・
六

キ
ロ
)
が
完
成
、
三
月
三
十
日
に
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
に
用
地
買
収
が
始

ま
っ
て
か
ら
十
一
年
、
総
額
で
約
百

七
十
億
円
か
か

っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
国
道
一
八
号
線
の
渋
滞
解
消
の

ほ
か
、
産
業
、
文
化
、
観
光
な
ど
市

の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

開
通
式
は
、
午
後

一
時
三
十
分
か

ら
蛇
沢
大
橋
東
側
の
住
吉
地
籍
で
、

国
は
じ
め
県
、
市
、
地
元
関
係
者
な

ど
約
二
百
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ
ま

し
た
。
地
元
住
民
も
大
勢
つ
め
か
け

る
な
ど
祝
賀
ム
ー
ド
い

っ
ぱ
い
の
中

で
式
が
始
ま
り
、
交
通
安
全
祈
願
、

永
野
市
長
ら
の
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
に
続

き
、
く
す
玉
割
り
で
は
近
く
の
神
科

第
一

・
第
二
保
育
園
児
が
風
船
を
飛

ば
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

開
通
式
の
後
、
出
席
者
全
員
が
約

百
台
の
車
に
分
乗
し
て
、
上
塩
尻
ま

で
走
リ
初
め
の
パ
レ

ー
ド
。
見
晴
ら

し
が
す
ば
ら
し
い
同
バ
イ
パ
ス
を
軽

快
に
走
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
の
午
後
三
時
三
十
分

か
ら
一
般
車
両
の
通
行
が
始
ま
る
と
、

待
ち
に
待
っ
た
上
田
バ
イ
パ
ス
の
開

通
と
あ

っ
て
、
多
く
の
車
が
早
速
、

同
バ
イ
パ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

広報うえだ 63.4.16[21 

い
っ
ぱ
い
の
開
通
式
真
田
陣
太
鼓
も
出
演
し
て
開
通
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た



開
通
式
に
は
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
も
大
勢
見
物
に
訪
れ
ま
し
た

水
道
事
業
管
理
者
に

久
保
山
さ
ん

四
月
一
日
付
で
、
水
道
事
業
管
理

巷
に
久
保
山
悟
(
き
と
し
)
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
前
任
の
赤
沼
袈

裟
重
き
ん
は
、
一
二
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
、
収
入
役
に
就
任
き

れ
ま
し
た
。

略
歴
・
:
信
州
大
学
工
学
部
卒
業
、

上
田
市
建
設
部
長

市外からのマイ力一通勤者

久保山悟さん

( 57歳・常磐田J)

ノてイパス開通にひとこと

よくなった
幹線道路の流れ

さん

(48歳)

渡辺隆勇

酒を注いで交通安全を祈願

小諸市から秋和の卸団地まで、上回ノくイパ

スを利用して通勤しています。以前は、干曲

川の堤防を通るなど通勤も大変でしたが、 今

はとても楽になりました。私の会社は、仕事

がら市内の道路を毎日走りますが、バイパス

が開通してからは国道18号線はもちろん、秋

和上堀線など幹線道路全般に車の流れがよく

なり、仕事の能率も上がっています。例えば、

18号線は以前30分もかかった所が10分で着く

ようになりました。

植樹など一一

開通記念イベント開
通
を
三
日
後
に
控
え
た
三
月
二
十
七
日
、
上
田

バ
イ
パ
ス
が

歩
行
者
に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
積
雪
に
よ
り
、
市
民
の
出

足
は
や
や
鈍
か
っ
た
も
の

の、

親
子
連
れ
な
ど
が
バ
イ
パ
ス
を
歩

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
バ
イ
パ
ス
沿
線
六
か
所
で
、
小
学

生
た
ち
が
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
を
記
念
植
樹

(l
写
真
)
し
ま
し
た
。

景色がよく
通勤も楽しい

一之瀬里江さん

(21歳)

真 田町から下塩尻の会社に通勤しています。

以前は、渋滞の激しい国道18号線を避けるた

め、狭いわき道を通っていました。 3月末か

らは、上田バイパスを利用していますが、道

路は広く、渋滞もなく満足しています。また

市街地が一望できるなど、景色がとてもいい

ですね。通勤も楽しくなります。一つ要望で

すが、バイパスと合流する 18号線の上塩尻付

近がよく渋滞するので なんとかしてほしい

と思います。

[3)広報うえだ 63.4.16



中
小
企
業
融
資
の

上
田
市
中
小
企
業
融
資

(
制
度
資

金
)
は
、
多
く
の
商
工
業
者
の
皆
さ

ん
に
利
用
き
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
が
長
野
県
信
用

保
証
協
会
と
市
内
の
各
金
融
機
関
の

協
力
を
得
て
、
中
小
企
業
を
経
営
す

る
皆
さ
ん
に
希
望
す
る
金
融
機
関
に

融
資
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

昨
年
度
は
、
四
月
と
十
月
の
二
回
、

そ
れ
ぞ
れ

0
・
五
%
ず
つ
金
利
を
引

き
下
げ
て
融
資
を
受
け
や
す
く
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

品

ご
利
用
を

-
資
金
は
こ
ん
な
と
き
に
:
・

マ
商
品
の
仕
入
れ
に
マ
資
金
繰

り

に

マ

工
場
・
庖
舗
な
ど
の
建
築

に
マ
機
械
・
車
両
な
ど
の
購
入
に

マ
工
場
・
庖
舗
な
ど
の
用
地
取
得
に

・
中
小
企
業
融
資
の
内
容

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

0

・
問
い
合
わ
せ

マ
市
商
工
課
(
内
線

1
4
0
2
・
1

4
0
3
)
 

マ
塩
田
商
工
会
(
包
⑧
3
6
1
0
)

マ
川
西
商
工
会
(
宮
⑧
2
0
3
3
)

赤
ち
ゃ
ん
と

皮
膚
の
病
気

② 

資 金 名 融資対象 資金使途 貸付限度 金利(年) 貸付期間

(1)市内に居住し、市
運転資金

36か月
700万円 5.3% 

税を完納している 以内

中小企業資金
人。 84か月

(2)市内に庖舗、工場、 設備資金 1，200万円 5.3% 
以内

事務所または事業
不況対策

所を有するも の。 運転資金 600万円
資 金 (3)常時使用する従業

不況対策 4.8% 

転業資金
員の数が30人未満 運転資金 60か月

700万円
であること。 設備資金 以内

特別資金 (4)同一事業の営業実 本人3負.5担% 倒産防止

資金
績を継続して 1年 運転資金 1，000万円

利子補給% 
1.3 

以上有すること 。

(5)信用保証協会の定 運転資金
36か月

小規模企業 める対象業種を営
以内

350万円 4.9% 
事業資金 むもの。 60か月

(6)その他市が定める
設備資金

以内

もの。
運転資金 72か月

独立開業資金 ※ただし、信用保証
設備資金

500万円 5.5% 
以内

協会の代位弁済に
本人3負8担% 

より求償債務を負
84か月

公害防止資金 設備資金 800万円
利子 補給% 以内

担している人およ 1.5 

び金融機関と取引 120か月
工場用地取得資金

停止中の人は除〈。
設備資金 3，000万円 5.5% 

以内

上岡市中小企業融資一覧
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
と
い
う
と
「
す

べ
す
べ
し
て
、
み
ず
み
ず
し
い
」
と

い
っ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
で

も
、
赤
ち
ゃ
ん

は
大
人
に
比
べ
新
陳

代
謝
が
盛
ん
な
た
め
、
汗
や
脂
肪
分

な
ど
の
分
泌
物
も
多
く
、
皮
膚
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
の
で
す
。

乳
児
健
診
で
も、

治
療
を
す
る
よ

二
つ
に
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
湿
診
が
一

番
多
く
、
治
療
ま
で

い
か
な
く
て
も

お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
に
何

ら
か
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

多
い

よ
う
で
す
。

-
あ
せ
も

(
汗
疹
)

夏
な
ど
大
量
に
汗
の
で
る
時
に
で

き
や
す
く
、
首
筋
、
太
も
も
、
わ
き

の
下
な
ど
皮
膚
と
皮
膚
の
触
れ
合
う

あ
わ

と
こ
ろ
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
粟
粒

(注 1)上表の償還方法は均等月賦償還、信用保証料は全額市負担です。

(注 2)申込方法、各資金別融資対象、保証人の資格な どについては上田市商工課、

塩田商工会、 川西商工会へお問い合わせください。

(注 3)上表のほかに、共同事業資金、公共事業資金、大型居対策特別近代化資金が

あります。

広報うえだ 63.4.16[4] 

く
ら
い
の
赤
味
の
あ
る
も
の
か
ら
、

小
さ
な
水
ぶ
く
れ
の

よ
う
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

汗
を
か
き
す
ぎ
な
い

よ
う
に
衣
服

の
調
節
を
す
る
こ
と
や
、
汗
を
か
い

た
ら
蒸
し
タ
オ
ル
な
ど
で
ま
め
に
ふ

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

-
指
漏
性
湿
疹

生
後
一

j

四
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
にへ



固定資産が評価替えに

63年度

仲よく並んで(10か月児健診で)

/
 多

く
み
ら
れ
ま
す
。
脂
肪
分
が
多
く

分
泌
さ
れ
る
頭
や
額
、
鼻
の
わ
き
な

ど
に
で
き
や
す
い
病
気
で
す
。
赤
く

な
っ
た
り
ポ
ツ
ポ
ツ
と
湿
疹
が
で
き
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
、
黄
色
み
の
あ
る

厚
い
か
さ
ぶ
た
が
つ
い
て
き
ま
す
。

見
か
け
は
汚
な
く
見
え
ま
す
が
、

あ
ま
り
か
ゆ
み
の
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
か
さ
ぶ
た
は
、
オ
リ
ー
ブ
油
か

ベ
ビ

l
オ
イ
ル
で
軟
ら
か
く
し
、
軽

く
ふ
き
と
る
と
取
れ
ま
す
。
ひ
ど
い

場
合
は
、
治
療
が
必
要
で
す
が
、
毎

日
お
湯
で
き
れ
い
に
洗
う
だ
け
で
も

月
齢
が
進
む
と
治
り
ま
す

0

・
お
む
つ
か
ぶ
れ

お
む
つ
に
当
た
る
部
分
に
起
こ
る

か
ぶ
れ
で
す
。
普
通
に
み
ら
れ
る
の

は
、
一
面
に
赤
み
の
あ
る
も
の
で
す
。

原
因
は
、
お
し
つ
こ
の
中
の
尿
素

が
、
う
ん
ち
な
ど
の
ば
い
菌
で
ア
ン

モ
ニ
ア
に
変
化
し
て
た
だ
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
は
抵

抗
力
も
弱
い
た
め
、
ば
い
菌
や
か
び

な
ど
が
皮
膚
に
つ
き
炎
症
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
む
つ
を
こ
ま
め
に
替
え
る
こ
と

固定資産税は、毎年 1月 1日現在の土地、家屋、償

却資産に対して課税きれます(都市計画税は償却資産

を除く)。課税のもとになる評価額は、 3年ごとに見直

しが行われることになっており 本年度はこの評価替

えが行一われま した。

土地については、各地目の見直しがされましたが、

市全体での平均上昇率は前回 (60年度)よりも低いも

のとなっています。家屋については、在来家屋の一部

に価額の減少したものもありますが、大部分のものは

据え置きとなっています。

土地は、新しい評価額を基礎として税額を算出する

と負担が一時的に増えるため、前回の評価替えと同様、

今回も上昇率に見合って必要な改正を加えた負担調整

措置がとられることになりました 0

・固定資産税と都市計画税の算出方法

①宅地など

上昇率
63年度評価額

62年度固定資産税・都市計画税課税標準額

この上昇率に応じた負担調整率は次のとおりです。

1. 05 

1.1 

1.15 

1.2 
1. 25 
1.3 

1.15倍以下のもの

1.15倍を超え、1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、 1.5倍以下のもの

1.5倍を超え、 1.7倍以下のもの

1.7倍を超え、 1.9倍以下のもの

1.9倍を超えるもの と
、
き
れ
い
に
汚
れ
を
ふ
き
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
日
光
浴
は

一
番
効
果
が
あ
り
ま
す
。

-
ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎

皮
膚
が
赤
く
な
っ
た
り
、
た
だ
れ

た
り
し
ま
す
が
、
一
番
特
徴
的
な
こ

と
は
、
か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
こ
と
で
す
。

全
身
に
広
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

部
分
的
に
ひ
ど
く
な
り
耳
た
ぶ
の
下

が
切
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

季
節
的
に
は
、
冬
に
悪
化
し
、
一
度

治
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
ま
た
湿

疹
が
で
て
く
る
が
ん
こ
な
病
気
で
す
。

62年度課税標準額×負担調整率=63年度課税標準額

(この額が新評価額を超える場合、新評価額とします)

②農 地

63年度評価額

62年度固定資産税・都市計画税課税標準額

この上昇率に応じた負担調整率は次のとおりです。

上昇率

原
因
は
、
生
ま
れ
つ
き
も
っ
て
い

る
過
敏
性
の
体
質
(
ア
ト
ピ

l
)
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
物
(
卵
、

牛
乳
、
大
豆
な
ど
)
で
過
敏
性
の
反

応
を
起
こ
し
、
湿
疹
が
ひ
ど
く
な
る

場
合
の
ほ
か
に
、
家
の
中
の
ほ
こ
り
、

カ
ー
ペ

ッ
ト
や

ペ
ッ

ト
の
ダ
ニ
、
衣

服
に
残
っ
た
洗
剤
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
む
や
み
に
食
物

を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
原
因
と

な
る
も
の
の
発
見
が
大
切
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

1. 075倍以下のもの

1. 075倍を超え、1.15倍以下のもの

1.15倍を超え、 1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、 1.5倍以下のもの

1.5倍を超えるもの

62年度課税標準額×負担調整率=63年度課税標準額

(この額が新評価額を超える場合、新評価額とします)

以上の①宅地など、②農地により算出された63年度

課税標準額に固定資産税率L生 都市計画税率企z乏を
100、 100

乗じ、 63年の税額が算出されます。

問い合わせ・・・資産税課(内線1292・1294)

【5]広報うえだ 63.4.16



いい学校を作ろうね

19回目を迎えた海野町日曜広場が4月 3

日、オープンしました。ポカポカ陽気に誘

われ買い物に訪れた家族連れなどは、市消

防音楽隊などの演奏に耳を傾けていました。

今年は、 8月までは毎月第一日曜日、 9 ・

10月は毎日曜日に開催きれる予定です。

川西小学校の開校式と入学式が4月 5日、同校

の体育館で行われました。小泉、室賀地区の児童

349人や関係者が出席し、開校を祝いました。この

席で桜井校長は、「みんなで明るく楽しい学校にな

るよう、お互いにがんば‘ろう」と呼びかけました。

え!? おむつファッションショー
高齢者福祉センターで 3月26日、「おむつのファ

ッシ ョンシ ョー」が聞かれました。 これは、 高齢

者のおもらし対策を市民に理解してもらうのが目

的。市職員や家庭奉仕員など21人がモデルにな っ

て、約100人の参加者におむつを紹介しました。

[6] 

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
事
前
講
習
会

広報うえだ 63.4.16

-
第
一
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
と
き

六
月

二

十

六

日

制

マ

と

こ

ろ

上

回

合
同
庁
舎
は
か

マ

試
験
の
種
類
乙
種
四
類
・
丙
種

マ
願
書
受
付
四
月
二
十
五
日
間
か

ら
五
月
二
日
川
ま
で
に
例
消
防
試
験

セ
ン
タ
ー
長
野
県
支
部
へ
郵
送
し
て

く

だ

さ

い

マ

そ

の

他

受

験

願

書

お
よ
び
試
験
案
内
は
、
消
防
本
部
予

防
課
と
上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
に

あ
り
ま
す
。

-
事
前
講
習
会

マ
と
き

六
月
十
三
日

間

マ

と

こ

ろ

上

田

市

消

防

会

館

マ

受

講

申
込
四
月
二
十
五
日
開
か
ら
五
月

一
一
日
間
ま
で
に
消
防
本
部
予
防
課
へ

・
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課

(
宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5
)

利
率
が
下
が
り
ま
し
た

生
活
資
金
の
貸
し
付
け

利
率
は
、
こ
の
四
月
か
ら

0
・
七

五
%
(
年
利
)
下
が
っ
て
い
ま
す

0

・
貸
付
金
額
な
ど

最
高
三
十
万
円
、
年
利
五
・
七
五

%
、
三
年
以
内
返
済

・
貸
付
条
件

マ
世
帯
:
・
世
帯
構
成
員
が
二
人
以

上
い
る
こ
と
マ
住
所
・
:
市
内
に
引



ガンバレ/新社会人

上田市など主催の 「新卒就職者激励会」

が 4月 6日、上田市民会館で聞かれました。

会場には、上田市や丸子町、東部町の事業

所に就職したばかりの若者980人が出席。ど

の顔も希望にあふれ、新社会人としての決

意 を新たにしていました。

<O> 

‘A で現祝昭;
い在町和!
つは 2 三;
ぱ、企+~

い住 iー-I 
。宅平年!

ゃ ιの'
工三上 l
場一回;
な帯城 l

ど 。 と i

第一学校給食センター完成

市内吉田の第六中学校北側に建設し てい

た第一学校給食セ ンターが完成し、その し

ゅん工式が 3月29日に行われました 。同セ

ンターは、鉄筋コ ンク リート 2階建てで、

建築面積は1，450平方江あります。総工費は

5億7，000万円。今月から、市内の 7中学校

の生徒に約5，900食の給食を届け ています。

提供者

丸山力さん
(72歳・諏訪部)

お
城
の
下
は

田
ん
ぼ
ぱ
か
リ

上
の
写
真
は
、
わ
た
し
の
家
に
保

管
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
写
真
の
裏

に
は
「
昭
和
三
十
一
年
十
月
一
日
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
確
か
、
家
族

の
者
が
撮

っ
た
も
の
で
す
。

当
時
、
上
田
城
の
下
は
一
帯
が
水

田
ば
か
り
で
、
建
物
も
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
桑
畑
も
少
し
あ

き
続
き
一
年
以
上
住
所
が
あ
る
こ
と

マ
職
業
・
:
①
給
与
所
得
者
は
同
一

事

業
所
に

一
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ

と
②
事
業
者
は
同
一

業
種
を
引
き
続

き

一
年
以
上
営
業
し
て
い
る
こ
と

マ
収
入
:
・
年
収
が
八
十
万
円
以
上
三

百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
マ
納
税

:
・
市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
マ
そ
の
他
・
:
連

帯
保
証
人
(
一
名
)
を
必
要
と
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

-
申
し
込
み
生
活
環
境
課
(
内
線

1
3
9
0
)。
な
お
貸
し
付
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
が
け
の
付
近
は

や
ぶ
で
、
夜
な
ど
は
キ
ツ
ネ
が
出
そ

う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
稲
刈
り
の
と

き
は
、
一
家
総
出
で
何
日
も
通

っ
た

も
の
で
す
。

現
在
、
こ
の
あ
た
り
は
企
業
や
住

宅
な
ど
で
ぎ
っ
し
り
。
あ
ま
り
に
も

変
わ

っ
て
し
ま
い
、
自
分
で
も
驚
い

て
い
ま
す
。
こ
の
風
景
を
知
ら
な
い

人
も
多
く
な
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
ね
。

(7]広報うえだ 63.4.16

今
ロ
か
ら
市
内
の
な
つ
か

し
い
町
並
み
や
催
し
な
ど
を

連
載
し
ま
す
。
古
い
写
真
が

あ
り
ま
し
た
ら
秘
書
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

上
小
地
区
山
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

障
害
を
も
っ
た
皆
さ
ん
が
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
の
保
持
と
相

互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お

り
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ

と

き

四

月

二

十

九

日

幽

午

前

九
時
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ
上
田
市
営
陸
上
競
技
場

長
野
県
看
護
大
会
に

ご

参

加

を

市
と
長
野
県
看
護
協
会
で
は
、
健

康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
次
に
よ
り
第
三
回
「
長

野
県
看
護
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

0

・
看
護
大
会
式
典

マ
と
き
五
月
七
日
出
午
後
一
時

l
四

時

マ

と

こ

ろ

上

田

市

民

会

ド
館
大
ホ

l
ル

マ

内

容

介

護

功

労

者
表
彰
、
介
護
者
体
験
発
表
、

N
H

K
河
村
陽
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
講
演

「
老
い
る
た
め
の
心
の
準
備
」

-
く
ら
し
の
中
の
看
護
展

マ
と
き
五
月
七
日
出
・
八
日
制

マ

と

こ

ろ

は

て

い

や

上

田

庖

マ

内
容
テ
!
?
「
人
の
一
生
と
健
康
」
。

寸
劇
、
紙
芝
居
、
お
む
つ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
(
以
上
一
階
)
。
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
保
健

補
導
員
コ
ー
ナ
ー
、
き
び
だ
ん
ご
の

試
食
(
以
上
二
階
)
。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

「
信
州
青
年
の
船
L

の

団

員

を

募

集

信
州
青
年
連
帯
の
船
「
海
洋
セ
ミ

ナ
ー
L

が
、
八
月
六
日
か
ら
同
十
七

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
訪
問
先
は
中

華
人
民
共
和
国
。
信
州
青
年
が
、
船

上
で
の
共
同
生
活
と
研
修
、
中
国
青

年
と
の
交
流
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
県
内
に
居
住
し
て

い
る
人
で
学
生
(
勤
労
学
生
は
除
く
)

で
な
い
人
、
運
営
団
員
と
青
年
団
員

は
二
十
歳
以
上
三
十
九
歳
以
下
、
壮

年
団
員
は
四
十
歳
以
上
六
十
歳
以
下

マ

募

集

人

員

約

十

五

名

マ

負

担

金
十
八
万
五
千
円
(
市
の
補
助
あ

り
)
マ
申
込
期
限
運
営
団
員
は
四

月
三
十
日
出
ま
で
、
青
年
・
壮
年
団

員
は
五
月
三
十
一
日

ωま
で

マ

申

込

先

青

少

年

課

(内
線
1
7
3
2
)

自
然
運
動
公
園
流
水
プ

l
ル

パ
ン
パ
ー
ボ
ー
ト
で

遊

ぼ

う

マ
期
間
四
月
二
十
四
日
目
か
ら

五
月
二
十
二
日
日
ま
で
(
前
期
)
の

土

、

日

曜

日

と

祝

日

マ

時

間

午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
マ

料

金

バ

ン

パ

l
ボ
ー
ト
は
一
人
二

百
円
、
ラ
ジ

コ
ン
ク
ル
ー
ザ
l
は
一

回

百

円

・

問

い

合

わ

せ

同

公

園

管
理
事
務
所
合
③
7
1
9
5

上
小
地
方
事
務
所
な
ど
で
は
、
「
森
山

林
」
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て
い
た
川

だ
く
た
め
、
次
に
よ
り
森
林
祭
の
参
い

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ

と

き

五

月

十

四

日

出

マ

と

川

ニ
ろ
長
門
町
姫
木
平
周
辺
マ
内
川

容

植

樹

、

森

林

に

親

し

む

マ

参

九

加
費
無
料
(
パ
ス
で
案
内
)
マ
募
い

集

人

員

上

小

地

区

五

十

人

マ

申

川

し
込
み
五
月
九
日
間
ま
で
に
上
小
…

地
方
事
務
所
林
務
課
(
宮
@
1
2
6

一

0
)

へ
。
な
お
、
参
加
者
多
数
の
場
~

合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

森
林
祭
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

要豆躍進する上田の工業展

今回のメーンテーマは 121世紀を拓く浅間テ

クノパワー」です。(入場は無料)

・とき

1>4月22日働午前11時から午後 6時

じ>4月23日(土) 午前 9時から午後 6時

1>4月24日(日) 午前 9時から午後 5時

・ところ 上田市民体育館

広報うえだ63.4.16[8] 

5月の棺談臼

①農地問題相談 bとき・・・ 5月 2日()j)午前 8時

30分から午後 5時 t>ところ・・・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) t>とき・・・

5月13日(令)・ 27日(付いずれも午後 1時30分か

ら 3時30分 bところ・・・本庁舎 3階 b予 約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 bとき ...5月12日(本)

午後 1時から 4時 bところ・ー西庁舎 2階



は
、
当
日
の
午
前
八
時
か
ら
九
時
ま

で
に
品
物
の
運
び
込
み
と
受
け
付
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
を
し
て

く

だ

さ

い

・

修

理

コ

ー

ナ

ー

は
当
日
の
午
後
行
い
ま
す
)。

刃
物
の
研
ぎ
、
靴
・
か
さ
の
修
理

・

処

分

品

コ

ー

ナ

ー

を

し

ま

す

(有
料
)。

事
業
所
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
品
を
格
・
電
化
製
品
修
理
コ
ー
ナ
ー

安
で
販
売
し
ま
す
。

故
障
し
て
い
る
電
化
製
品
が
あ
っ

・

団

体

コ

ー

ナ

ー

た

ら

、

お

持

ち

く

だ

さ

い

。
相
談
も

・
委
託
販
売
コ

ー

ナ

ー

婦

人

団

体

、

福

祉

団

体

な

ど

が

展

受

け

付

け

ま

す

検

査

料

と

修

理

手

家
庭
に
あ
る
不
用
品
を
運
営
委
員
示
即
売
を
し
ま

す

。

数

料

は

無

料

で

す

が

、

部

品

代

金

は

会
が
お
預
り
し
て
、
展
示
即
売
を
し

・

個

人

、

グ

ル

ー

プ

コ

ー

ナ

ー

い

た

だ

き

ま

す
)。

ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に

出

品

を

希

個

人

や

グ

ル

ー
プ
で
集
め
た
品
物
マ
問
い
合
わ
せ

資
源
活
用
推
進
本

望
す
る
人
は
、
当
日
の
午
前
八
時
か
を
各
自
で
持
ち
寄
り
、
値
段
を
つ
け
部
事
務
局

1
生
活
環
境
課

(内
線
ー

ら
九
時
ま
で
に
品
物
の
運
び
込
み
と
て
展
示
即
売
を
し
ま
す
。
希
望
の
方

3

9
0
)

5
月
8
日
・
資
源
活
用
広
場

今
年
か
ら
個
人
参
加
も
て
き
ま
す

マ
と
き
五
月
八
日
目
午
前
八
時

四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時
(
雨
天
の

場
合
は
十
五
日
目
)
マ
と
こ
ろ
市

役
所
駐
車
場

各
コ
ー
ナ
ー
案
内保健予防課

(内線1374)保健コーナー

-5月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時 - 2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4 ・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入 してお持ちください。
(
精
算

昨
年
の
資
源
活
用
広
場
か
ら

川西社会福祉センター (川西地区)

4か月児 I62年12月16日~63年|月 15日生

62年 6月16日-7月15日生

61年 10月16日-11月15日生

-
ゆ
ず
り
ま
す

い
マ
花
び
ん
(
生
花
用
)
無
料

川
マ
自
転
車
(
弘
イ
ン
チ
)
無
料

〉
マ
応
接
セ
ッ

ト
、
お
く
る
み
無
料

川
マ
学
習
机
、
足
踏
ミ
シ
ン
無
料

~
マ
幼
児
用
お
ま
る
干
五
百
円

一
マ
ガ
ス

ふ
ろ

一

式

八

千
円

へ
マ
都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ
一
式
一
万
円

山
マ
ド
ラ
ム
カ
ン
五
百
円

〈
マ
マ

ッ
サ
ー
ジ

機

二

万

円

)
マ
編
み
機
五
千
円

川
マ
工
業
用
電
動
ミ
シ
ン
一
万
円

~
マ
作
業
用
安
全
靴
千
五
百
円

…
マ
車
球
台

(組
立
式
)
二
万
円

川
マ
石
油
ス
ト
ー
ブ

千

円

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

一
マ
食
堂
テ
ー
ブ
ル
マ
電
気
掃
除
機

~
マ
ベ
ビ

l
ラ
ッ
ク

マ

ベ

ビ
l
か
ご

一
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド
マ
お
ぶ
い
ひ
も

川
マ
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ

マ
電
気
洗
濯
機

…
マ
ス
チ
ー
ル
事
務
机
マ
和
だ
ん
す

一
マ

ホ
ッ
ト
カ
l
ラ
l

マ
本
だ
な

一
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

マ
冷
蔵
庫

一
マ
バ
イ
ク

(ω
∞
)
マ
一
輪
車

~
マ
磁
気

マ
ッ
ト

マ

留

そ

で

(黒
)

…
マ

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

マ
物
置

九
マ
ジ
ュ

ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

い
・

問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3

9
0
)
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国 Y
民:
年 i

済金 7
みの訴
ま手奥
し続?
だきん
か

-
第
三
号
被
保
険
者

昭
和
六
十
一
年
の
四
月
に
新
し
い

年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
か
た
は
、
学
生

や
老
齢
年
金
の
受
給
者
な
ど
を
除
い

て
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥

さ
ん
は
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と
い

う
資
格
で
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の

で
、
自
分
で
は
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
第
三
号
被
保
険
者
で
あ

る
旨
を
届
け
出
て
、
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

-
手
続
き
は
お
早
め
に

第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
に

は
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
扱

わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
に
よ
る
保

障
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

-
滞
納
は
不
利
益
に

第
三
号
被
保
険
者
の
届
け
出
は

原
則
と
し
て
二
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
昭
和
六
十
一
年
の
四
月
か

ら
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い

る
の
に
、
そ
の
旨
の
届
け
出
を
せ
ず

放
置
し
て
い
る
人
の
場
合
、
昭
和
六

十
三
年
七
月
ま
で
に
届
け
出
が
行
わ

れ
な
い
と
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
の
年
金

額
の
算
定
な
ど
の
上
で
不
利
益
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
0

・
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
(
内

線

1
3
6
5
)山

口
¥ゐ

，

a
 

ジ 5
:J. 5 
一日

募7コミ
集ろ Z
しお主
まフ 。
すを

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は、

お
ま
つ
り
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ

ッ
フ
(
中
学
・
高
校

生
)
を
別
表
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

-
申
し
込
み
四
月
二
十
七
日
附
ま

で
に
青
少
年
課

(内
線

1
7
3
2
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジュニアスタッフ募集内容

タイ卜 jレ 団体名 内 奇zチコ 募集人員

体力測定
ハッピー

測定アシスタン卜 若干名
フレンズ

ドッジ
// チームリ ーダー 若干名

ボール

地震体験車
上小広域

アシスタン卜 若干名
消防本部

竹 馬航跡上田 竹馬乗りの先生 約5名 l

清
浄
菌
の
点
検
整
備
の
た
め

し
尿
く
み
取
り
日
を
変
更

マ
4
月
mm
日
・
:
く
み
取
り
を
し

ま
す
。

マ
5
月
2
日
:
・
く
み
取
り
を
休

み
ま
す
。

一三
一
一
・
部
長
級

一
弓
マ
総
務
部
付

(
民
生
部
長
)
山
浦

一
一
一
一
勇
マ
建
設
部
長
(
交
通
対
策
局
長
)

一
E

平
尾
哲
男
マ
民
生
部
長
(
国
保
年

一一
E

一
E

金

課

長

)

飯

島

実

マ

交

通

対

策

一
一
一
一
局
長
(
総
務
課
長
)
宮
島
正
則
マ

二
一
議
会
事
務
局
長

(中
央
公
民
館
長

)

一
E

尾
見
幸
一
マ
参
事
兼
収
税
課
長

一
一
一
市
川
利
一
(
収
税
課
長
)
マ
参
事
兼

J

E
一
同
和
教
育
課
長
小
林
信
宏
(
同
和

引
一
一
教
育
課
長
)

本
A
V

弓

も

E

・
課
長
級

ど
品
マ
秘
書
課
長
(鮒
テ
レ
コ
ム
・
ユ

l
営

に

一

業

部

長
)
中
沢
宮
彦
マ
総
務
課
長

利
一
一
一
二
秘
書
課
長
)
飯
島
孝
一

マ
市
民

に
E

税
課
長

(労
政
課
長
)
原

昌
孝

一
い
軍
マ
国
保
年
金
課
長
(
監
査
委
員
事
務

副
一
一
局
長
)
山
崎

功

マ

保

育

課

長

(

図

粧
品
書
館
長
)
中
沢
渥
志
マ
商
工
課
長

(
交
通
対
策
課
長
)
等
々
力
寛
マ

労
政
課
長
(
応
急
工
事
課
長
)
宮
島

貞
之
マ
管
理
課
長
(
保
育
課
長
)

宮
下
昭
夫
マ
交
通
対
策
課
長
兼
国

道
バ
イ
パ
ス
課
長
(
国
道
バ
イ
パ
ス

課
長
)
塩
之
入
真
マ
会
計
課
長
(
学

校
教
育
課
長
)
小
林
陽
三
マ
業
務

課
長
(
会
計
課
長
)
鈴
木
秀
一
郎

マ
学
校
教
育
課
長

(
上
田
地
域
保
健

市
職
員

4
月
1

日
付

人

事

異

動

環
境
施
設
組
合
清
浄
園
所
長
)
古
畑

豊
マ
中
央
公
民
館
長
兼
文
化
会
館

長
(
商
工
課
長
)

川
上

育

男

マ

監

査
委
員
事
務
局
長
(
産
院
事
務
長
)
水

島
和
夫
マ
応
急
工
事
課
長
(
市
民

税
課
課
長
補
佐
兼
市
民
税
第
一
係
長
)

小
林
邦
人
マ
上
田
市
制
施
行
七
十

周
年
記
念
事
業
事
務
局
次
長

(
上
小

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
次
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
)
高
井
忠
史
マ
報
思

寮
長
(
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
文

化
係
長
)
内

藤

良

典

マ

産

院
事
務

長
(
財
政
課
課
長
補
佐
兼
予
算
係
長
)

荒
井
鉄
雄
マ
商
工
部
付

(管
理
課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)
本
房
利
治

マ
市
民
会
館
長
(
市
民
課
課
長
補
佐

兼
市
民
第
一
係
長
)
山
崎

慶

典

マ

豊
殿
支
所
長
(
清
掃
事
務
所
所
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
)
南
波
丈
夫
マ
浄

水
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

(
工
務
課
課

長
補
佐
兼
給
水
係
長
)
児
玉
甚
一
郎

マ
西
部
公
民
館
長
(
業
務
課
課
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
)
宮
島
照
彦
マ
図

書
館
長
(
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉

係
長
)
宮
本
智
夫
マ
上
田
地
域
保

健
環
境
施
設
組
合
清
浄
園
所
長
(
管

財
課
課
長
補
佐
兼
用
度
運
用
係
長
)

阪
口
太
作
マ
鮒
テ
レ
コ
ム
・
ユ

l

営
業
部
長
(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
局
長
補
佐
)
山
崎
静
男
マ
主
幹

兼
市
民
課
課
長
補
佐
兼
市
民
第
一
係

長
兼
市
民
第
二
係
長
(
公
園
管
理
事R¥
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サ 2
イ計
レ日
ンZ

防・ 5
火半時
を鐘
Pで
R 

昨
年
四
月
二
十
一
日
の
夜
、
東
太

郎
山

(金
剛
寺
)
と
東
山
地
籍

(
下

之
郷
・
神
畑
)
の

二
か
所
か
ら
発
生

し
た
火
災
は
、
大
規
模
な
山
林
火
災

に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら

一
年
。
消
防
署
と
消
防

団
で
は
、
山
林
火
災
が
再
び
発
生
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
同
じ
四
月
二

十
一
日
附
の
午
後
八
時
に
、
市
内
全

域
で
サ
イ
レ
ン
と
半
鐘
を
鳴
ら
し
ま

す。
限
リ
あ
る
水
を

大

切

に

!

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

県
歯
科
医
師
会
で
は
、
第
五
回
「長

野
県
民
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
部
門
①
母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

②

高

齢
者
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー

ル

マ

応

募

資

格

①

は、

六
十
二
年
四
月
か
ら
六
十
三
年

三
月
ま
で
に
三
歳
児
歯
科
健
診
を
受

診
し
た
幼
児
と
そ
の
母
親
②
は
、

七
十
歳
以
上

(三
月
末
現
在
)
で
歯

が
全
部
残

っ
て
い
る
人
(
治
療
し
て

水道局の車両でも訴えています

今
、
蛇
口
か
ら
出
て
い
る
水
も
無

限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は
、

清
浄
な
水
を
安
く
、
豊
富
に
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
日
夜
努
力
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
一
年
聞
の
上
田
の

降
水
量
は
五
九
六

り
と
少
な
く
、
今

年
も
現
在
ま
で
平
年
の
三
分
の
一
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
状

況
が
続
き
ま
す
と
、
水
道
を
十
分
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
に

な
る
こ
と
も
予
想
き
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
限
り
あ
る
水
を
大
切
に
し
ま

!
ν
ょ
、
つ
/
-

-
問
い
合
わ
せ
水
道
局
工
務
課

(内
線

1
8
6
4
)

た会・仕) り 付励 ・・・・・・・ 0 ・マ 県 長 い歴設番課マあ

話語ポ Z手喜主 Z引 翌I ~宗室 TZT 。 主全号、事 J
商 O 合 。。 書すたは | ナ I ~合期い歯 8 入生住② 方も
工 2 わ 提 な 。め，J

1

' I 研| ぃ 凋邑②わ限歯科 O し年所は法百l
課 6 せ 出ど 、自 | 而|タYk_~ 5せ の医長左白、 胡

期は 今然 | 九 | 乞ぐザ午、ト 7 四 コ 師 野 記日電官①親
内③長 限、 年利 | 助費)必 \.~'11 i県月 ン会 市 へ H、 話 製 は ?

線 4 野 は 市 も学|成を |雪麿益顎領恒二L1歯 三 ク「岡 お年番は 手
口完買里 23|し |築総意湧 E I jl皇居 す齢出叫
o 4 学 三課 金究|ま 3同沼会冶 師仕)L 回九 く最名に健象

三三重 I区 室長|す J '1'時併満 さ 係長六 三重元震言竺

手ー マ課補 立長係域館課課庶一事務観 団長マ・部兼光画庶 (兼営兼幸 務 /
塚係市長佐;正 ) 長行長長課務学務係 光鹿 ( 管課保南夫課務市市業統二所

長民補 己関 ( 政 ) 補長係校所 長 係征総財長 育 部 課課民民係計 所
進 ( 税佐前 農事上 佐補 長給所 ) 長男葉課補園保マ長課税税長係マ長

学課 沢忘勇林務原兼佐 ) 食長尾 _...----._ 課佐長育王補長課課 ) 長主補
マ校課藤憲急 次課 組せ勤兼西セ補崎昨マ課長級 ) 園幹佐補課課宮 ( 幹佐
課教長城一工 課合い労営入ン佐和務観長補 長兼兼佐長長島業兼兼
長育補 (事 マ 長次 者業元タ兼彦課 光 器 佐 {保 統兼 補補 久務企整
補課佐孝職係課補長マ福係三!整 課訴 兼兼 呂育計庶佐佐仁課画備
佐地 兼 定 員 長 長佐補上祉長 郎所備マ長 且 用 下課 係務 ) 昭課課係

設市巨係)補兼佐 小セ ( 長係公 補長 電度 栄課長以マ若 長課長
清係民 財長マ佐振兼地ン労マ補 長園佐補讐運 子長)長主林マ補長)
水 長 税 係 ) 課 興庶域タ政業佐 (管 兼佐開用 ( 補水(幹 主 佐補上
健 ) 第き マ 長足係務広 l課務兼 第理庶兼き係 南佐出企兼 基幹兼 佐原

吾
(
収
税
係
長
)
マ
課
長
補
佐
松

沢
征
太
郎
(
国
民
年
金
係
長
)
マ
課

長
補
佐
清
水
邦
雄
(
環
境
指
導
係

長
)

マ
課
長
補
佐
手
塚
憲
子
(
乳

児
院
婦
長
)
マ
課
長
補
佐
三
井
一

俊
(
商
工
振
興
係
長
)
マ
課
長
補
佐

矢
幡
正
夫
(
総
合
整
備
係
長
)
マ
土

木
課
課
長
補
佐
兼
土
木
第
一
係
長
(
土

木
第
二
係
長
)
下
林
幸
雄
マ
課
長

補

佐

須

藤

清

彬

(都
市
施
設
係
長
)

マ
課
長
補
佐

樫

野
泰
昌

(
交
通
対

策

係

長

)

マ

課

長

補

佐

石

黒

豊

(高
速
交
通
係
長

)
マ
支
所
長
補
佐

永
井
孝
明
(
塩
田
支
所
住
民
係
長
)

マ
業
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
(保

健
予
防
課
庶
務
係
長
)
永
井
淳
夫

マ
課
長

補

佐

佐

藤

邦

夫

(社
会
教

育
係
長
)

マ
課
長

補

佐

石

田
洋
介

(体
育
課
施
設
係
長
)
マ
局
長
補
佐

高
橋
幸
一

(農
地
係
長
)

-
係
長
級

マ
電
算
係
長

(
塩
田
地
区
有
線
放
送

所
長
)
中
村
明
久

マ
予
算
係
長
兼

財
務
係
長

(
普
及
係
長
)
武
舎
芳
博

マ
保
健
予
防
課
庶
務
係
長
兼
上
田
地

域
保
健
環
境
施
設
組
合
事
務
局
庶
務

係
長
兼
大
星
斎
場
庶
務
係
長

(上
小

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
付
)

西

沢

博

マ

福

祉

係

長

兼

福

祉

事

務
所
福
祉
係
長

(青
少
年
係
長
)
塩

野
崎
利
英
マ
振
興
係
長

(
観
光
係

長
)
目
玉
利
貞
マ
管
理
課
管
理
係

k

、、
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お忘れなくノ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
に
よ

っ
て
上
田
市
は
発

展
し
て
い
ま
す
。
市
税
は
道
路
の
建

設
、
学
校
の
新
改
築
、

生
活
環
境

の

幣
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
安
心
し

て
毎
日
の
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
一

人
ひ
と
り

の
税
金
が

集
ま
リ
多
額
な
お
金
と
な

っ
て
生
か

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
市
税
等
の
納
期
ご
よ
み」
(
下
表
)

と
後
日
お
崩
け
す
る
納
税
袋
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
光
納
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
税
な
ど
の
納
付
は
便
利

な
口
座
振
替
で
、
ま
た
自
治
会
に
納

税
組
合
な
ど
が
あ
る
場
合
は
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

収税課(内線1303)

昭和63年度市税等の納期ごよみ

ιぷ竺
64年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 |月 2月 3月

固定資産税

都 市計画税
l期 2期 3期 4期

市県民税 |期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 i期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

前納
国民年金保険料

|期
2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12真月

4月 5月 6月 8月 8月 9月 10月 11月 12月 |月 2月 3月

納期限 30日 31日 30日 |日 31日 30日 31日 30日 26日 31日 28日

出 (火) 休) (月) bN (金) (月) bN (月) (火) (火)
ー-----------------------再申ー・ 4・ 7月30日 12月24日
年 金 // /1 // 
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// // // // 
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寺
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